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はじめに
三浦（司会）
　
ただいま素敵な笛の音色が聞こえてきま
した。ご存知の方も多いと思いますが、これはお調べと言って、能の上演前にお囃子方が行う最終調整の演奏です。　
今、お調べを吹かれたのは、今日の講師にお迎えした
森田流笛方の松田弘之先生です。聞き手の高橋葉子先生は能楽資料センターの研究員で、京都市立芸術大学日本伝統音楽研究センターでも客員研究員をつとめて る能楽研究者です。　
松田先生は皆様ご承知のように現在、最も素晴らしい
笛を吹かれる能楽師です［
97頁参照］ 。一二月にこの雪
笛方が語る狂言の音楽
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頂講堂で本センターが狂言鑑賞会を催しますが、上演曲〈朝比奈〉と〈法師ヶ母〉に囃子、つまり楽器の演奏が入り、そのご出演を先生にお願いしております。
松田先生の紹介
高橋
　
松田先生は今、能楽界に欠かすことのできない方
で、大曲や秘曲など重要な演目には必ずと言ってよいほどご出演されています。古典曲において素晴らしい演奏をして下さるのはもちろんのこと、新作や復曲にも大変多く関わっていらっしゃ　
先生は能楽師のお家に生まれた方ではなく、国立音楽
大学をご卒業されて、この道に入ったとうかがっていま
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す。そういう意味では少し変わった経歴の持ち主かもしれません。大学ではどういう勉強をなさった ですか。松田
　
国立音楽大学はピアノのような楽器や声楽、いわ
ゆる西洋音楽を勉強する大学です。笛は子どもの頃から興味があって好きでしたが、今吹いております能管や、ごく柔らかい音色の る篠笛、そういう日本の楽器は自分の周りの環境にはありませんでした。国立音楽大学では音楽教育を専攻しましたが、これは 音楽を作る、曲を作るにはどういうことを学べばいいのかに興味があったからです。私はもちろん西洋音楽 好きで が、だんだんと自分の耳の中にある音は違うのではな かと思い始め、そこにたまたま日本の笛を聞く機会があったこから、現在、 の紋付と袴をつけて、皆様の前に登場することと相成りました（笑） 。高橋
　
自分の耳の中にある音は違うものじゃないか、と
いうのは大変深いお言葉です。それを追求してこられたのですね。　
先ほど先生は多くの新作・復曲に関わっていらっしゃ
ると申し上げました。既成の能で使っている笛の譜など
の寸法を少し変えたり組み合わせたりすることを作調と言います。先生は作調もなさっていますが、作調以外に作曲の依頼も随分とあり、沢山の曲を作っておられます。そういうときには、舞台に合わせて心象風景を表現するとか、演者の型を見てこんなふうに吹こうとか、それこそ自分の心から出てくる笛をそのまま表現して、作っていらっしゃる ではないでしょうか。松田
　
通常、能を勤めるときは、どこで何を吹くかとい
うことが何百年も推敲されてできあがった 頭付とい笛の元帳のような手付がございます。で が、新作能や新作狂言のときには、舞や登場の音楽も違う認識の仕方をしたり、あるいは、恋を語るシーンですごくロマンティックなものを求められたりする。そういう ろいろな場面に出くわして、必要に応じ 作ってきたも が少しあるということでございます。
能・狂言における笛の役割
高橋
　
能と狂言では笛の役割が少し違うかもしれませ
ん。一言ではとても言えないとは思いますが、いかがで
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しょうか。松田
　
基本的に能の囃子において笛が担当する役割に
は、まず登場の音楽。主役であるシテ、あるいはシテと対峙するワキの登場、あるいは退場に、数々の囃子事が演奏されます。それと、アシライ笛という 謡の中に吹き込んでいく音楽 して中心になりますのは 様 な種類の舞の音楽です。　
狂言の場合もやはり登場の音楽。退場はあまりないで
すけれども。能と同様、舞のときに笛が幾種類かのものを演奏します。リズムに合った謡を小鼓 大鼓がアシラうことがあり が、笛は基本的に入りません。高橋
　
大鼓・小鼓と太鼓などが拍子・リズムを刻んでい
きますけれども、笛はリズムではなく、空気を漂っていく感じがします。旋律を奏でるという点 そ 空気を支配するような力がありますから、やはり笛にはリードする役目があるで ょうね。松田
　
そうですね。舞の中では笛がリードするときがも
ちろんあります。しかし、笛と小鼓と大鼓と太鼓 四人で囃すときは、その曲の部分によって太鼓の方がリード
する、あるいは大鼓の方がリードする、小鼓の方がリードする、と、それぞれに役割を受け渡しながら演奏することがあ と思います。高橋
　
では、本題である狂言の音楽ですけれども、謡に
ついては明日改めて講座が開かれますので、今日は囃子事を中心にお話し頂くことになっております。囃子事とは、謡が入らず囃子だけで演奏す 部分のことです。　
狂言の囃子を「狂言アシライ」などと言いますが、す
べての狂言に囃子が入るわけではありません。狂言の現行曲は二六三曲あり、その中でお囃子が入るのが八五曲ですから、大体 分の一ぐらいに入るということでしょうか。狂言に 独立して演じられる本狂言の他に お能の中で演じられる間狂言があります。本狂言はもちろんのこと間狂言の囃子も大事なものですね まず、間狂言の囃子からお話し頂けますか。松田
　
前半と後半に分かれる能では、シテが自分の正体
をほのめかして前半が終わります。中入、つま 幕や作リ物に入るとシテはすぐに装束を替えます。後にその本来の姿となって登場するため す
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間狂言にはとても重要な役割がありまして、前半と後
半の間で、その物語をもう一度語るのです。例えば〈井筒〉でしたら井筒 女の物語を間狂言が語る。間狂言が一通り物語を語り終えた後は、いわゆる旅の僧との問答になります。その問答のある個所から、笛が〔知ラセ笛〕というものを吹き出す。そ ときの笛の役割は、後 空気や雰囲気を作る、ということもありますし、実際には、もうそろそろ語リが終わって後の登場の囃子になると、装束をつけている人たちに知らせる意味もあります。　
脇能の間狂言ですと、その物語をざっと語った後、言
祝ぎの舞である〔三段ノ舞〕 舞うこともあります。〈白髭〉という脇能には替エの間という、普段と違う演出の仕方があり、これは狂言のボリュームがうんと増えます。竹生島にお参りに来る人たちとお坊さんとがや取りを る。その中で、実際の能のように〔早笛〕に乗って鮒の精霊が出てくると〔舞働〕を舞 ます。このように、時間にすると三〇分近い、ストーリー性を持った大規模な間狂言もあります。高橋
　
先ほどお話し頂いた〔知ラセ笛〕と言いますの
は、そこで空気がサッと変わりますね。現実の語リの場から夢の世界に誘われるような感じがしてきます。松田
　
そうですね、そういうふうに吹けるといいと思っ
ているのですけれども。高橋
　
単に楽屋に知らせるとい だけではありません
ね。ただし一噌流 吹かないようですね。松田
　
元々がどうなのかはわかりませんけれども、現
在、一噌流の方たちは〔知ラセ笛〕は吹いていらっしゃらないと思います。お亡くなりになった一噌幸政先生が、 「僕も 度あの〔知ラセ笛〕を吹いてみた んだ」と言われたことがあって、それはよく覚えています
狂言の囃子事
高橋
　
バラエティに富んだ囃子事ですけれ も、主な狂
言の囃子事を表にしました［
98頁資料］ 。この表で少し
悩んだところがあります。 〔棒フリ〕 〔責メ〕 〔シャギリ〕の三つは、お能にないこ は確かです。 、他 ものにはお能と同じ名前であったり同じような場面で演奏される囃子事があります。そういったものを「能に準ずるも
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の」としましたが、どういう点でどのように準じているのかということは一口では言えないのです。譜は大変よく似ていても吹き方が違ったり、鼓や太鼓の手が違ったりと、お能の囃子とは中身がかな 違って ます。　
また、表の欄外に書きましたけれども、表に入れてし
まうのは、あまりにももったいないというような大曲、秘曲もございます。松田
　
ご存知の方も多いと思いますが、能の〈石橋〉と
いう曲には文殊菩薩を守護する霊獣の獅子が登場します。あるいは〈望月〉で 宿の亭主が獅 舞を演ずる、そう うものを獅子物といい す。　〈越後聟〉を私は勤めたことがありませんけれど、 〈越後聟〉 〈獅子聟〉と うお狂言があり その中の藤堂家から山本東次郎先生のお家に伝わったと聞い る
〈獅子聟〉にも獅子舞があります。聟入りした男の人が舅に格好いいところを見せよう 獅子舞を舞います。これはなかなか上演されない狂言ですが、非常に重要なものだと思います。　〈狸腹鼓〉も稀曲として滅多に舞台で演じられないも
のです。 〈釣狐〉はやはり大曲ですが、狸は恐らくその狐に対して作られたものだと思います。すごく緊張感の漲ったものが〈釣狐〉だとする 、こちらは非常に柔らかい。登場してくる狸はお腹に子供のいる母親の狸です。装束もすごく大きなぬいぐるみで、とってもユーモラスな姿になります。こ 〈獅子聟〉と〈狸腹鼓〉はどちらも舞が重要です。そういう大曲・秘曲がございます。高橋
　
先ほど狂言の囃子のことを狂言アシライと申しま
した。その言葉から連想されるよ な、軽くあしらうというのとは全然違うもので ね。松田
　〈獅子聟〉の場合、 〔獅子〕の部分は、笛と太鼓に
よる一調一管で、これは能のときと同じ息遣い 吹きます。また和泉流の〈狸腹鼓〉は笛だけになりまして、狸が腹鼓を打ちながら舞う 飄々として軽やか 、少 暖かいもので、一〇分ぐ いは吹いております。高橋
　〈狸腹鼓〉は笛一管ですし、 〔獅子〕のほうは四拍
子でやる場合 ありますが、笛と太鼓の一調一管のこもあるのですね。お能の場合、そういう編成は絶対にありません。笛一管のアシライはありますけれども。
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松田
　
そうなんです。 〈瓜盗人〉などは四拍子でする場
合と、笛一管だけのときがあります。ですから、三番立てのお狂言の会で、最初四拍子のものがあって、それから例えば〔 神楽〕がある これは笛と小鼓だけして〈瓜盗人〉と、だんだん楽屋の人数が減ってい最後は私一人になる。そういうことは能の場合はないですけれども、お狂言の会だとあり得るわけです。高橋
　
狂言に関して言えば笛の出番が一番多いかもしれ
ませんね。松田
　
そうですね。
笛の唱歌
　
松田
　
笛の稽古をする場合は、
唱しょう
歌が
というものが楽譜
になります。唱歌を歌って覚えるのです。高橋
　
鶯の鳴声を「ホーホケキョ」という言葉に置き換
えるのを「聞きなし」と言い すが、笛の音もそのように言葉にして覚えるということですね。松田
　
そうです。皆様にお馴染みのある、ト音記号など
がついている五線譜でしたら、音の高さや長さが書いて
あります。唱歌と五線譜が最も違うのは、音の高さが書いてないことです。ただ、 「オヒャ」とか「オヒャイヒョーイ
　
ヒヒャーリウヒ」と書いてあるだけです。そ
れで一体どうやって歌えばいいん ろうと思われるでしょうが、昔も今も教える側と教わる側が向かい合って、教える側が最初に唱歌を歌い、習う 真似をして歌う。そういう稽古の仕方ですから、音の高さを書く必要がないのです。 すからこの 、今のように体系的にまとまったもの、見て理解するというようなも は、室町の頃はなかった しょうし、メモ程度に書くこ はあっても、江戸の頃もなかったのではないでしょ か。高橋
　
狂言の囃子事の唱歌は『森田流奥義録』 （森田光春
編、能楽書林、一九七〇年）にいろいろと載っ ね。
能の〔中之舞〕と狂言の〔三段ノ舞〕
高橋
　
能と狂言、それぞれの基本的な舞の譜というの
は似たところがありますね。お能の〔中之舞〕という最も基本的な舞は、 「呂・中・干・干中」とい 四クサリ（四行）の譜でできている「地」を繰り返します。狂
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言の基本的な舞の〔三段ノ舞〕の譜にも、上のほうに「呂・中・干・干中」と書いてあることからもわかりますが、能の〔中之舞〕と大変よく似ています。松田
　〔中之舞〕は女性が舞う、ゆったりとした舞です。
譜の最初には〇印があって、それを「コミ」と言いす。コミというのは、吹き出す前に息を詰める間
ま
のこと
です。唱歌では「ン」っというふうに言います。コミは実際には音がないのですけれども、音が出て るとき以上にここが大事に りま 。コミも込みで コミ込み
4444
で
歌ってみます（笑） 。それから笛で吹 てみます。
♪唱歌実演〔中之舞〕♪笛の演奏〔中之舞〕
狂言の〔三段ノ舞〕は今吹いた〔中之舞〕と同じような構成になっております。脇狂言の中入で末社ノ神が言祝ぎに舞います。
♪唱歌実演〔三段ノ舞〕
音のない時間が多いと思うのですけれど、これは休息しているわけではなくて、少し違う吹き方をするというわけなんです。今度 吹い みます。
♪笛の演奏〔三段ノ舞〕
このように、能での吹き方と狂言のときの吹き方とは違っています。手付にはよく「小息に吹く」 、小さい息で吹く、とあるのですけれども、決して力を惜しんで吹くということではなくて、狂言にふさわ い き方があるということなの す。　
これは私の思っていることですけれども、お狂言のア
シライがきちんと吹けたら一人前の笛方じゃないかと思うくらい、狂言のアシライというのは大事で、しかも吹き方が非常に難しいと思 ます。高橋
　
趣味で習われている素人のお弟子さんが沢山い
らっしゃると思いますけれども、狂言の笛まではなかなか辿りつかないのではないでしょうか。松田
　
稽古に狂言の〔三段ノ舞〕や〔神楽〕を織り込む
こともあります。という は、能管を実際に吹く、鳴していくときに、狂言の笛がすごく い教材になるからです。狂言の笛を吹くときには力むと吹けな んですね。力を抜く、だけれど体には芯があって、その状態で吹くと笛がすご よく鳴るんです。ですから私も れを
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何とか能のほうに応用できないかと、日々稽古するようにしていて、非常によい教材に ります。高橋
　
そうですか。どの楽器にも共通しますが、楽器の
演奏は脱力ができ いないといけないですね。でも体の芯はしっかりと鍛えられていなければ らない。狂言の笛も同じなのですね。飄々とした味、軽やかさと うのも、そういうところから出てくる でしょうね。松田
　
そうですね。高橋先生が言われたような、飄々と
した、あるいは飄逸な、あるいは軽
かろ
みというのは高等な
技術なのです。先ほど狂言のアシライは難し と言いました。人は深刻ぶった顔はできますが、その逆はなかかできません。本人の中に、そ いう資質があるこ が大事で、それは逆にすごく難しいことだと思うのです。お狂言の難しさに通じることで 軽みがある意味では一番大切ではないかと思います。高橋
　
軽みが必要というお話を頂きましたけれども、こ
れは笛だけ なく大小太鼓も同じこ して、狂言の場合、原則として三地という非常に簡素 手を繰り返すのが基本です。大小太鼓も掛ケ声を軽くかけ、音も割合小
さめに控えめに演奏します。松田
　
柔らかい音で打たれますね。
狂言の囃子事
─
登場楽
高橋
　
次に能と狂言の〔下リ端〕を比べてみます。
松田
　〔下リ端〕というのは、能のほうですと〈西王母〉
や〈吉野天人〉など、天女や天人がふわふわと雲に乗って天降って来るときの囃子事です。昨今は「天降り」というと、非常にネガティブな、新聞の社会面に出るようなことですけれど、本当は天人が美しい音楽と芳しい香りに包まれて天上から降りてくる、そういうものです。　
お狂言でも例えば若菜摘みの娘たちが登場してくると
きなどに〔下リ端〕を使いますし、大曲 〈枕物狂〉のおシテが登場するときも〔下リ端〕で登場します。高橋
　〔下リ端〕はいろんな曲に使われています。大変
明るくて賑やかな調子ですね。松田
　
そうですね。元来〔下リ端〕は、ゆったりしたも
のなんです。狂言の登場で吹くときには、音をあまり長く引か い 、切るようにして いてい ます。
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高橋
　
能の〔下リ端〕が四クサリなのに対して、狂言は
三クサリの繰り返しになっていて、狂言ではこのように短くなることが多いのです。その最たる例が狂言の〔次第〕や〔一声〕ですね。笛は「ヒ」だけ。松田
　
そうですね。少し演奏してみます。
♪笛の演奏〔次第〕 〔一声〕
終わりました。 （会場笑）高橋
　
ありがとうございました（笑） 。
松田
　〔次第〕や〔一声〕は登場の囃子ですね。 「ヒッ！」
と吹くわけです。　〈柿山伏〉や〈梟山伏〉などの山伏物のときに、 〔次第〕や〔一声〕の囃子があります 山伏が登場し、その後［道行］があって、 ［道行］が終わると囃子方は切リ戸から引きます。仕事が終わりましたので、その後に長々と残 ず、舞台から引いてしまうわけですね 今言ったように〔次第〕や〔一声〕の笛は「ヒッ」だけですので、仕事はこの一秒で終わりです（笑） 。　国立能楽堂は狂言の申合セも時間を取ってしています
が、山伏物 とき、私 一時間くらい けて出かけて
いって、楽屋で三分間お調べをして、舞台で「ヒッ！」と吹くと、それで仕事は終了してしまいます。高橋
　
お能の〔次第〕や〔一声〕は、この後に小鼓と大
鼓がいろいろな手組を打つわけですけれども、狂言の〔次第〕や〔一声〕の場合は三地を打つだけですね。松田
　
そうですね。能のときのような連続した手組では
なくて、非常にシンプル っていく。大小も太鼓も能のときとは違った、狂言の世界にふさわしい打ち方や掛ケ声 かけ方があります。
狂言の囃子事
─
〔責メ〕
高橋
　
一二月の狂言鑑賞会で演じられる〈朝比奈〉に
も、 〔次第〕や〔一声〕があります。 〔一声〕で朝比奈が登場して［一セイ］を謡ったあと、 「これは娑婆に隠れもない朝比奈の三郎何某で候」と名ノリ こうした所は能の様式を取り入れていると言えるでしょうね。　〈朝比奈〉にはその他、 〔責メ〕という狂言独自の囃子事も出てきます。松田
　
そうですね。類似したものはありますけれども。
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〈朝比奈〉は人間が仏教を信じるようになったことで、みんなが極楽にゾロゾロゾロゾロ行ってしまって地獄はガラガラになります。そこで閻魔様が六道の辻で待ち構えていて、罪人を地獄 責め落とそうとします。通りかかった朝比奈三郎義秀がとても強くて、閻魔様は地獄に責め落とすことができず、逆に朝比奈を極楽に送り届ける、という内容の曲です。 〔責メ〕というのは、閻魔大王が朝比奈を責めるさまを舞仕立てで表すもの す。高橋
　〔責メ〕で閻魔大王が責め立てるけれども、朝比
奈はびくともしない。逆に閻魔大王が転がされたり、ちょっと休んだりして 今度は表
うわ
着ぎ
を脱いで身を軽くし
て責めようなどと言って、何度か試みるわけです。とうとう鬼が責めるのを諦めて まうので が、 〔責メ〕の回数は決まってい でしょうか。松田
　
狂言の台本に「ここで責メ」というふうに指定し
ているものがあり すし、あるいはここでもう一回、あるいは省略しようと、その時々 演出の仕方 変わることもあります。高橋
　
そうですか。大小太鼓が三地の手ばかりを何度も
繰り返して打っていきます。これも何回と決まっているのでしょうか。それとも何かの型が終わるまでですか。松田
　「見計ライ」という言葉がありますけれども、閻
魔大王が転がされて言葉になったら、そこで止め 。あるいは、 「急げ急げ」という言葉を三回繰り返したらそこで止める というように、本番前に簡単な打ち合わせをすることがよくあります。高橋
　
なるほど。この世界ではリハーサルのことを申合
セと言いま が、まさに申し合わせて、取り決めていらっしゃるわけですね。松田
　
そうです。先ほどの〔三段ノ舞〕や〔中之舞〕に
は拍があって、それに乗って笛を吹きますけれど 〔責メ〕には拍がありません。閻魔大王の責メの具合で、どういうふうに吹くかを決めます。 のよう 演技を見ながら吹くやり方をアシライ吹キと言います高橋
　
狂言鑑賞会には〈法師ヶ母〉も演じられますが、
そこで演じ れる〔カケリ〕も、じつは〔責メ〕と同じ譜を吹くのですね。松田
　〔責メ〕も〔カケリ〕も笛の唱歌自体は同じもの
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を吹きます。　〈法師ヶ母〉は、お酒を飲んで家に帰ってきた夫が、酔った勢いで妻を追い出してしまうんです。その後で深く後悔しまして、妻を探して街中をさ迷います。その中で「涙に咽ぶばかりなり」という謡を謡って〔カケリ〕になります。 〔カケリ〕の中で、シオルという泣く型があったりし 〈法師ヶ母〉の、妻に帰ってきて欲しい男の心の内の揺れ、軽 狂イの場面 ある〔カケリ〕と、 〈朝比奈〉の閻魔大王を逆に責め落としてしまう〔責メ〕とは、内容は随分違うものです。でも、吹ている譜は同じもので、吹き方を変えてその表現を違える、と うことを ています。そ 場によきように吹くというこ です。これが一番難しいかもし ません。能の〔羯鼓〕と狂言の〔羯鼓〕
高橋
　
譜は同じでも表現によって全然違って聞こえます
ね。逆に〔羯鼓〕という囃子事の場合は 同じ名前で内容的にも同じですが、能の〔羯鼓〕と狂言の〔羯鼓 では譜自体がかなり違いますね。
松田
　
そうですね。 〔羯鼓〕に用いられる羯鼓は腰につ
ける小さな鼓で、二本の撥で軽やかに打ちます。中国から入って来た雅楽の中での羯鼓は演奏をリードするものです。恐らく能・狂言 羯鼓はそれを応用したものじゃないかと思います。この羯鼓を打ち舞うときに囃す音楽を〔羯鼓〕 言っています。これは意外に古いものです。中世の有髪の説法僧、いわゆる居士と言われた人たちが、大道で自ら謡いながら鼓を打って人を集め、それから説法をしたのではな かと思います。その羯鼓 舞を能に取り込んで様式化したもの 、囃子事の〔羯鼓〕です。観阿弥が作った〈自然居士〉は劇的な構成が巧みに作られている能で、非常にうまい形で芸尽 しが盛り込まれています。この中に〔羯鼓〕があります。　〔中之舞〕を天女が舞うときは浮きやかな演奏をしますけれども、能の中で音楽自体 軽やかなものは意外に少ないんです。能の〔羯鼓〕は随分長いんですね。きっちりと段の構成が決められています。それに比べて狂言の〔羯鼓〕はクサリ数が短く、それを何回も何回も繰り返していく演奏の仕方をし す。見計ライで、型が済む
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まで延々と羯鼓を吹く、そういうことをしています。
♪唱歌実演
　
能の〔羯鼓〕
♪笛の演奏
　
能の〔羯鼓〕
狂言の譜はだいぶ違います。
♪唱歌実演
　
狂言の〔羯鼓〕
♪笛の演奏
　
狂言の〔羯鼓〕
　
狂言〔羯鼓〕 、狂言〔神楽〕 、 〔シャギリ〕というのは、
非常によく似ているんです。 〈鍋八撥〉などですと一五分ぐらいずっとこれを吹きっぱなしになるんですね。同じ唱歌を繰り返す いうのは、吹いて るほうも催眠状態になっていまして、ちょっと間違えると、違う曲になってしまう恐れが多分にあります。狂言〔羯鼓〕を吹いているつもりが、いつの間 か狂言〔神楽〕になってしまうと大変なことですので、そういう意味で、ずっと神経を張り詰めて吹いています。高橋
　
とてもウキウキするメロディですね。
〈鍋八撥〉の囃子事松田
　〈鍋八撥〉は、羯鼓売りが先に取った、市の一番
いい場所をめぐって、焙烙売りがずるをしかける狂言です。二人とも自分が最初に来たと、目代、お役人に主張して埒が明かない。そこで、芸をしてどちらかいいほうが一番いい場所を取ることになります。 〔棒フリ〕と〔羯鼓〕という舞を、二人が交互に舞うことになります。浮きやかな舞ですね。　〔棒フリ〕の笛は、〽ホーヒートー、この三つなんです。三つの音を繰り返すだけのものですが、じつはここに能と狂言の音楽の本質が隠されて ます　実際には、〽ホーヒートー
　
〽ホーヒートー
　
〽ホー
…、という前に一つ 休符が入 ま 。こ 休符が
間ま
、
つまりコミで、譜 はそれが〇で書いてあります。コミの〇は音が出て ません。しかし音は「鳴っている」思うんですね。それは心の内で鳴っているんで
♪唱歌実演〔棒フリ〕
　
音は鳴っていないけれど間をコンでいる時間、これが
日本音楽の隠された本質だと思って頂いて間違いないと思うんです。もしかし ら、今日の講座で一番重要なことかもしれません。このコミの間 あるから、三つの音
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という短い音楽が成り立つのだと思うんです。 「ホ」が「起」で、 「ヒ」が「承」 、 「ト」が「転」 、そして最後に、音ではないけれども実際にはコンでいる、間を作っている部分、これが「結」になります。三つの音とコミとで起承転結が きて るんですね。これで完結している〔棒フリ〕という音楽は、世界に誇れるような非常に素晴らしい音楽だと、私は本気で思っています。高橋
　
今のご説明はとても理論的でしたね。普通でした
ら「三つの音でできている」と言うところを「三つの音と一つの休符でできてい 」と 「一つの休符」にも言及されました。まさに作曲を志された方だな 思いました。松田
　
いや、そんな大それたものじゃないですよ。
高橋
　〈鍋八撥〉も、型を見て速くしたりしますね。
松田
　
そうですね。ここの型になっ ら速くし 、ここ
になったら崩して、 いうふうな打ち合わせを申合セでします。私 ちは狂言では 般的に、公演当日の開場前に、必要なところだけ打ち合わせをする形を取ります。とき は時間の関係で、いきなり本番になってしまうこともあります。
　
狂言の方たちは〔羯鼓〕の唱歌を謡いながら稽古しま
すので、もう体に笛が入っているんです。でも、こちらは〈鍋八撥〉をそんなにしょ ちゅうしているわけではない。お役を頂いて出かけていって本番前にちょこちょこっと打ち合わせするのです。　
特に狂言〔羯鼓〕は、足拍子などの型と笛とがきっ
ちりくっついて るんです。ぶっつけ本番というときは、おシテがどのくらいの速さで舞いたいのかということを、瞬時に把握し ければいけな のです。もたもたしていると どんどん足拍子が踏まれて て、ずれてしまいます。自分がどのくらいのテンポで吹けばいいのか、そのときになってみないとわからないという、そういう怖さがあり 上手くできて当たり前という世界ですので、舞台で失敗するわけ は きません。そこが狂言の笛 難しいところだと思います。高橋
　
臨機応変にやらなければいけないのですね。
松田
　
ええ、もたもたしていら な んです。
高橋
　〈鍋八撥〉では、 〔羯鼓〕の場面でも最後にタイミ
ングを合わせなければいけないところがありますね。
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松田
　
そうなんです。まず羯鼓売りが、ぐるぐると体を
側転させる〔水車ガヘリ〕という型をしながら退場します。狂言の人は大変だなと思うんですけれども、鮮やかな側転を見せながら幕へ入っていく。焙烙売りもそれと同じようにしようとす けれども、自分の体の前に焙烙、薄物の陶器 括りつけていますので、元よりそんなに格好よくできないのに羯鼓売りの真似をしよ する。最後は失敗して焙烙を割ってしまうんですね。
狂言の囃子事
─
〔シャギリ〕
松田
　
それまではずっと狂言〔羯鼓〕を吹いてきており
ますが、最後のところを〔シャギリ〕の笛 変えます。〔シャギリ〕の〽ヒョー
　
ヒョーラーヒウイヤロ
　
ヒ、
の「ヒ」で突っ伏して焙烙を割るときもあれば、〽ヒョー
　
ヒョーラーヒウヒヤロ、で突っ伏して、それか
ら
　
〽ヒ、って吹くときもある。それをその時々で決め
るのですけれども、ぴったりと合わなくてはいけないところです。これも見計ライのものですから、どこで〔羯鼓〕から〔シャギリ〕にするか、演技を見ながら吹いて
タイミングを見計ライます。なかなかスリリングなことをしなくてはいけないのです。高橋
　
でも、そんなにジロジロと演技を見ていられない
から横目でそっと見るのでしょうね。よくそれで上手く合いますね。松田
　
横を向いて座っているときは、目立たないように
型を盗み見なければいけないのですが、 〈鍋八撥〉の場合は開き直るように正面 向いて座ることがありま　
囃子入りの狂言のとき、囃子方は横向きに座って内側
に向き合っていることが多いと思います。 狂言を描いた古い絵の中には、囃子方が横向きではなくて、正面 向 ているも も数多くあります すから、横向きに座ると うのは決まりごとではな例えば、脇能の間狂言に囃子が入るときも正面を いて演奏しております。　〔シャギリ〕は祝言の笛です。これでめでたく終える、というのが〔シャギリ〕です。お正月に〈末広かり〉がある 、最後に 〕を吹いて、それが終わと、おシテとアド 笑って笑い留めにする。
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この唱歌を皆様と歌おうと思います。実際の笛の高さ
は高いものですし、男の方と女の方では、声の高さが違うので、私は少し低めに歌います。最後がやや難しいですね。音数が多いん 。 「イ」にアクセントを置いて頂くと歌いやすいです。
♪唱歌実演〔シャギリ〕
─
会場も参加
本日の講座を皆様とご一緒に〔シャギリ〕を歌って締めたいと思います。それで 通して歌います。よろしいですか。はい、さん、はい　
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ありがとうございました。 （会場拍手）
高橋
　
めでたく締め括ることができました。今日は本当
に楽しいお話と実演をありがとうござ ました。松田
　
長時間おつき合い下さいまして、誠にありがとう
ございました。
講師のプロフィール◆松田弘之
（まつだ・ひろゆき）
能楽笛方森田流。一九五三年（昭和二八）生。故田中一次、故森田光春に師事。国立音楽大学卒業。平成五年〈清経・恋之音取〉を披く。 〈鷺〉 〈卒都婆小町〉〈鸚鵡小町〉 〈姨捨〉 〈檜垣〉などの大曲を披演する一方、復曲・新作曲への出演と音楽創作・作調を数多く行い、海外公演にも多数出演している。平成二六 、第三八回観世寿夫記念法政大学能楽賞受賞。受賞理由は以下の通りである。 「東京の森田流笛方を代表する一人として活躍する氏は、師匠であった故田中一次の感性の鋭さを受け継ぎながら 長年にわたり研鑚を重ね、独自 芸域 切り開いてきた。情緒豊かで美 い旋律によって戯曲の中に入り込んでいく氏の演奏は、古典・新作を問わず、優れた舞台成果に寄与している」 。大曲、秘曲の上演に不可欠の笛方としてゆるぎない信頼を得ており、後進の育成にも尽力し いる日本能楽会会員。国立能楽堂養成課講師。
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。
帝
王
の
登
場
。
ま
た
は
間
狂
言
の
末
社
の
神
、
小
天
狗
、
精
、
社
人
等
の
登
場
。
福
神
、
群
衆
な
ど
が
浮
き
や
か
に
登
場
。
鬼
畜
、
神
仙
、
幽
霊
、
物
狂
、
群
衆
な
ど
の
登
場
。山
伏
、
僧
、
鬼
畜
な
ど
の
登
場
。
内 　 容
〈
末
広
が
り
〉
〈
麻
生
〉
〈
昆
布
柿
〉
〈
財
宝
〉
〈
若
菜
〉
〈
朝
比
奈
〉
〈
八
尾
〉
〈
鬮
罪
人
〉
〈
瓜
盗
人
〉
〈
鍋
八
撥
〉
の
み
〈
煎
物
〉
〈
鍋
八
撥
〉
〈
松
囃
子
〉
〈
石
神
〉
〈
大
般
若
〉
〈
太
鼓
負
〉
〈
法
師
ケ
母
〉
〈
名
取
川
〉
〈
金
岡
〉
〈
通
円
〉
〈
祐
善
〉
〈
夷
大
黒
〉
〈
大
黒
連
歌
〉
〈
松
脂
〉
〈
歌
仙
〉
〈
菓
争
〉
〈
茶
子
味
梅
〉
〈
唐
相
撲
（
唐
人
相
撲
）
〉
〈
餅
酒
〉
〈
雁
雁
金
〉
〈
引
敷
聟
〉
〈
二
人
袴
〉
 間
〈
嵐
山
〉
〈
賀
茂
〉
〈
白
楽
天
〉
〈
道
明
寺
〉
〈
唐
相
撲
（
唐
人
相
撲
）
〉
間
〈
嵐
山
〉
〈
鞍
馬
天
狗
〉
〈
玉
井
〉
〈
氷
室
〉
〈
夷
大
黒
〉
〈
歌
仙
〉
〈
田
植
〉
〈
若
菜
〉
〈
吹
取
〉
〈
朝
比
奈
〉
〈
法
師
ケ
母
〉
〈
夷
毘
沙
門
〉
〈
通
円
〉
〈
髭
櫓
〉
〈
朝
比
奈
〉
〈
夷
大
黒
〉
〈
宗
論
〉
〈
釣
狐
〉
〈
鈍
太
郎
〉
曲 　 例
合
不
合
合
合
不
合
合
合
不
合
不
不
笛
の
リ
ズ
ム
99　　笛方が語る狂言の音楽
狂言の囃子事の特徴
　
能の囃子事よりも　
1．軽快さ、洒脱味、愉楽の要素が多い
　
2．写実的な型や演技に直結したもの ある
　
笛は音を短く、間をあけて、小さめに軽く吹く。・短く簡素なフレーズ くり返しが基本。・
 狂言固有のものには具体的な演技や写実的な型に即したものが多い。中世祭礼囃子からの由来が窺える。
　　　
eg.　
棒フリ、シャギリ
・音楽構造、楽器編成が簡略。
　　　
eg.　
早笛…二クサ で一巡（能は七クサリ）
　
　　
神楽… と小鼓のみ（能は笛と大小太鼓）
　　
羯鼓…笛のみ（能は笛と大小鼓）
　
大小太鼓は掛ケ声を軽く短めにかけ、軽く打つ。・
 原則的に、三地（コイ合）という基本的で簡素な手だけを繰り返し打つ。
　
その他・正面を向かず、横向きのくつろぎの形で演奏。・演奏のときだけ舞台に出ることが多い。・囃子を省略する場合もある。
